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夕　張　市　財　政　再　生　計　画

市では､地方公共団体の財政の健全化に関する法律により平成21年度中に策定が義務付けられた

｢財政再生計軌について定めましたので､その内容を臨時号で市民の皆さんにお知らせします｡

計画策定にあたっては､市民の皆さんからご意見をいただき､必要性などを精査しながらでき

るだけ多くの意見を反映させるため､ 5月･10月･ 1月に住民説明会を開催し､また､広報･ホー

ムページで策定状況などをお知らせしながら進めてきました｡

財政再牛計画は､ 3月2日の臨時市議会で議決され　3月9日総務人臣から同意されましたo

く計画素案から計画の変更内容について>

財政再生計画の素案を1月の住民説明会と3月号の広報ゆうぼりでお知らせしたところ

ですが､引き続き市では期間短縮に向けて国や道と協議を重ねてきました｡その結果･素

案から2年の計画期間短縮が図られましたo素案からの変更内容は次のとおりです｡

1計画期間

○平成21年度～平成41年度までの21年間(素案‥ ～平成43年度までの23年間)

※赤字を解消する実質的な計画期間は､平成22-38年度(17年間) (素案‥～40年度(19

年間))

【期間籍綿のjiな理由】 (効果額は､平成22-38年度の17年間の合計)

○歳　入

①交付税の増額(効果額: 23億円)

普通交付税の平成22年度地方財政対策を基に推計

②北海道地域づくり総合交付金の確保(効果額: 3･5億円)

ハード系事業の財源として毎年度の配分を見込みました｡

○歳　出

①道職員の定数内派遣に伴う人件費削減(効果額: 2･3億円)

平成25年度以降年最大4名の職員派遣を受入れします｡

②北海道市町村振興基金の貸付条件見直しに伴う公債費削減(効果葡: 22･7億円)

償還期間15年以内を30年満期一括償還に､利率を1 %から0･5%に変史しました｡

既発債を平成22年度に借換え､今後の借入分と合わせ償還を計画期間終了後とし

ます｡

虐過去の債務負担の繰上償還に伴う金利軽減(効果額2･5億円)

住宅整備に係る債務について､平成22 ･ 23年度に繰上償還を実施します｡

2　計画本文

orj;1や道との協議､議会の意見などを踏まえて一部修正しましたo
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第
1
　
再
生
判
断
比
率
が
財
政
再
生
基
準

以
上
と
な
っ
た
要
因
の
分
析

･
本
市
は
'
収
が
国
の
主
要
な
産
炭
地
と

し
て
発
展
し
て
き
た
が
'
エ
ネ
ル
ギ
-
ち

情
の
人
ぎ
な
変
化
に
よ
り
昭
和
3
 
0
年
代
後

半
以
降
'
i
成
2
年
ま
で
の
間
'
炭
鉱
閉
山

が
相
次
ぎ
､
人
口
は
ピ
ー
ク
時
の
1
 
0
万
8

千
人
か
ら
､
平
成
1
 
7
年
に
は
-
力
3
千
人

ま
で
激
減
す
る
な
ど
'
地
域
の
経
済
社
会

構
遇
は
急
激
に
変
化
し
て
き
た
｡

･
こ
の
よ
う
な
僧
史
的
経
過
の
中
で
'
雇

用
の
喝
を
創
州
し
､
人
口
の
流
出
を
食
い

止
め
る
と
と
も
に
.
市
民
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
'
百
･
:
L
y
.
鹿
業

に
代
わ
る
観
光
板
取
'
住
宅
や
教
育
､
福

祉
対
策
な
ど
に
多
額
の
財
政
立
山
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
､
後
年
次
の
公
憤
草
色
稗

が
財
政
運
営
を
大
き
く
止
迫
す
る
こ
と
と

な
っ
た
｡

･
ま
た
､
人
口
の
減
少
に
伴
い
巾
税
や
地

方
交
付
税
が
大
幅
に
減
少
す
る
l
カ
で
､

歳
入
の
減
少
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
見
直
し
や
人
口
の
激
減
に
対
応
す
べ
き

組
織
の
ス
り
ム
化
も
大
き
く
｣
け
ち
遅
れ
､

総
人
件
費
の
抑
制
も
不
卜
分
で
あ
っ
た
｡

加
え
て
､
地
域
振
恥
の
た
め
の
観
光
施
設

整
備
に
よ
る
公
債
費
等
の
負
桝
や
観
光
関

連
の
第
∵
.
セ
ク
タ
ー
の
運
常
に
対
す
る
赤

字
補
て
ん
の
増
大
な
ど
に
よ
り
財
政
負
稗

は
増
加
し
'
歳
出
坂
槙
は
拡
大
し
た
｡

･
さ
ら
に
'
公
営
事
業
会
計
に
お
い
て
も
､

病
院
事
業
会
計
で
は
'
患
者
数
の
減
少
や

病
床
利
f
率
の
舵
下
に
よ
り
多
額
の
資
金

不
足
が
恥
じ
'
公
A
L
L
水
道
事
実
会
計
で

は
'
集
落
が
分
散
L
t
　
か
つ
傾
斜
地
で
あ

る
と
い
う
地
理
的
な
条
件
に
よ
り
嵩
む
同

定
経
常
と
人
口
減
な
ど
に
伴
う
料
金
収
入

の
減
少
な
ど
か
ら
同
様
に
資
金
.
+
足
が
生

じ
た
C
･
こ
の
よ
う
に
'
財
政
状
況
が
逼
迫
す
る

中
で
､
一
時
借
入
金
を
用
い
た
会
計
間
で

の
年
度
を
ま
た
が
る
貸
付
､
償
還
と
い
う

不
適
正
な
会
計
処
理
を
行
い
'
赤
字
決
算

を
先
送
り
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
実
質
的

な
赤
字
は
膨
大
な
額
と
な
っ
た
｡
平
成
1
 
8

年
度
に
は
観
光
事
業
会
計
や
病
院
事
業
会

計
な
ど
を
廃
山
し
､
累
積
債
務
の
清
算
な

ど
を
行
っ
た
結
果
'
実
質
収
支
赤
字
は
約

3
5
3
倍
円
と
な
っ
た
｡

･
こ
の
た
め
'
平
成
1
 
9
年
3
月
に
地
方
財

政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
　
｢
財

政
再
建
計
両
｣
を
策
定
し
､
市
民
の
理
解

と
協
力
の
も
と
で
着
実
に
赤
字
解
消
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
平
成
2
0
咋

度
決
算
に
お
い
て
は
'
実
質
赤
字
比
率
(
7

0
3
･
6
0
%
)
'
連
結
実
質
赤
字
比
率
(
7

0
5
･
6
 
7
%
)
､
実
質
公
憤
費
比
率
(
4
･

1
%
)
と
'
い
ず
れ
も
財
政
再
生
基
準
以

卜
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

第
2
　
計
画
期
間

･
平
成
2
1
年
度
か
ら
平
成
4
1
年
度
ま
で
2
1

作
間(
赤
字
を
解
消
す
る
実
質
的
な
計
画
期
間

は
平
成
2
 
2
年
度
か
ら
平
成
3
 
8
年
度
ま
で
の

1
7
年
間
)

第
3
　
財
政
再
生
の
基
本
方
針

･
本
巾
に
お
い
て
は
､
過
去
の
財
政
悪
化

に
華
っ
た
種
々
の
要
凶
を
蹄
ま
え
'
巨
額

の
赤
字
を
確
実
に
解
消
す
る
た
め
'
平
成

1
 
8
年
度
に
｢
財
政
再
建
計
両
｣
を
策
定
L
t

歳
入
の
健
保
及
び
全
国
で
最
も
効
率
的
な

水
準
と
な
る
よ
う
徹
底
し
た
行
政
の
ス
リ

ム
化
と
事
務
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

問
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
'
平
成
2
 
0
年
度
ま

で
の
3
年
間
で
約
3
 
1
億
日
の
赤
字
を
解
消

し
た
.

･
本
計
画
で
は
､
引
き
続
き
こ
う
し
た
取

組
を
基
本
と
し
な
が
ら
'
市
民
牡
活
の
安

全
安
心
の
維
持
確
保
の
観
点
か
ら
､
財
政

再
建
計
画
策
定
後
に
生
じ
た
諸
課
題
に
的

確
に
対
応
し
っ
つ
､
財
政
の
健
全
化
を
進

め
る
も
の
と
す
る
｡

･
少
壬
向
齢
化
'
人
口
減
少
が
進
む
小
で
'

財
政
の
健
全
化
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
'
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め

の
取
組
や
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
事
業
が
必
要
で
あ
り
､
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
効
果
的
な
政
策
展
開
を
図
る
も
の

と
す
る
｡

･
財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
に
向
け
て
､

国
･
道
の
助
言
や
支
援
の
も
と
で
着
乗
に

取
り
組
ん
で
い
く
｡

∽
歳
入
の
確
保

･
財
政
再
建
計
画
で
は
税
率
の
見
直
し
に

よ
る
市
税
の
増
収
'
ご
み
処
理
の
有
料
化

や
各
種
施
設
使
用
料
な
ど
の
受
益
者
負
杓

の
見
直
し
に
よ
る
収
入
の
増
加
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
'
引
き
続
き
'
こ
う
し
た

取
組
に
よ
り
歳
入
確
保
を
図
る
｡

･
税
や
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
'
一
層
の

徴
収
対
策
'
滞
納
整
理
を
進
め
る
と
と
も

に
'
市
有
財
産
の
有
効
活
用
や
売
却
を
促

進
し
､
歳
入
確
保
に
努
め
る
｡

･
公
共
施
設
の
使
用
料
'
手
数
料
に
つ
い

て
は
'
受
益
者
負
担
の
採
点
か
ら
引
き
続

き
適
切
な
設
定
に
努
め
る
｡

∽
歳
出
の
削
減

･
人
件
費
に
つ
い
て
は
､
職
員
の
人
毛
退

職
に
よ
り
'
平
成
1
 
8
年
4
月
時
点
の
職
員

数
3
0
9
名
が
平
成
2
 
1
年
4
月
に
は
1
4

7
名
へ
と
半
減
す
る
こ
と
で
効
率
化
が
大

き
く
進
み
'
給
与
に
つ
い
て
も
全
国
最
低

水
準
を
下
回
る
大
幅
な
削
減
を
行
っ
た
｡

今
後
に
お
い
て
も
'
行
政
執
行
体
制
の
確

保
に
留
意
し
な
が
ら
'
人
口
規
模
が
同
棲

度
の
市
町
村
で
最
も
少
な
い
職
員
数
の
水

準
を
基
本
と
し
て
'
夕
張
市
の
地
域
特
件

等
を
考
慮
し
っ
つ
職
員
数
の
適
正
化
を
進

め
る
と
と
も
に
､
職
員
給
与
に
つ
い
て
も

全
国
の
市
町
村
の
中
で
最
も
低
い
水
準
を

基
本
と
し
て
'
適
切
な
比
較
の
も
と
で
削

減
を
行
う
｡

･
事
務
事
業
は
市
民
竹
活
に
真
に
必
要
な

も
の
に
限
定
し
､
補
助
金
の
立
州
に
つ
い

て
も
必
要
最
小
限
と
す
る
｡
経
常
的
経
費

は
､
効
率
的
な
行
政
運
営
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
､
徹
底
し
た
削
減
を
行
う
｡

･
投
資
的
事
業
は
真
に
必
要
な
事
業
以
外

は
行
わ
な
い
q
巾
常
住
宅
再
編
整
備
､
老

朽
化
し
た
診
療
所
や
し
尿
処
理
場
の
改
築

な
ど
市
民
生
拝
に
痘
結
す
る
課
題
に
つ
い

て
は
'
効
率
的
な
整
備
に
宵
意
し
な
が
ら

適
切
に
対
応
す
る
｡

･
公
共
施
設
等
は
大
幅
な
統
廃
合
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
'
維
持
管
理
を
行
う
施

設
に
つ
い
て
は
必
要
出
小
限
の
経
費
を
計

上
す
る
と
と
も
に
'
引
き
続
き
指
定
管
理

者
制
度
の
析
用
な
ど
民
間
捕
力
の
導
入
に

よ
る
効
率
化
と
経
費
の
削
減
を
岡
る
｡
ま

た
'
市
が
所
有
す
る
観
光
関
連
施
設
に
つ

い
て
は
'
売
却
ま
た
は
措
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
菅
坪
委
託
す
る
｡
売
却
先
ま
た
は

委
託
先
が
定
ま
ら
な
い
施
設
は
'
原
則
と

し
て
休
廃
止
す
る
｡

㈱
至
う
く
り
の
推
進
及
び
高
齢
者
･
子

育
て
･
教
育
へ
の
配
慮

･
夕
張
市
に
お
い
て
は
､
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
急
激
に
進
む
中
で
､
広
大
な
土
地

に
集
落
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
'
行

政
コ
ス
ト
が
割
高
で
非
効
率
な
現
状
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
た
め
'
市
中
心
部
へ
の
将

来
的
な
公
共
施
設
の
集
約
に
よ
り
都
市
機

能
を
充
実
す
る
と
と
も
に
住
宅
再
編
事
業

を
進
め
る
こ
と
で
'
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
と
す
る
｡

･
本
市
の
高
齢
化
率
は
4
3
%
を
超
え
全
凶

都
市
の
中
で
最
も
高
い
割
合
で
あ
り
､
1
 
5

歳
未
満
の
年
少
人
目
の
割
合
も
8
%
以
卜

と
全
凶
都
市
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
3

こ
の
た
め
､
財
政
の
健
令
化
に
あ
た
っ
て
､

お
年
寄
り
が
卓
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
盤

偏
や
医
療
'
福
祉
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
､
地
域
の
将
来
を
担
う
.
r
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
'
学
べ
る
環
境
に
も
配

慮
す
る
｡

･
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
'
へ
′
後
も
児
虞

生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
､

小
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
"
山
年
琴
小
学

校
に
つ
い
て
は
平
成
2
 
3
印
度
に
各
1
校
に

統
合
し
'
教
育
条
件
を
整
備
す
る
と
と
も

に
'
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
確
保
に
努
め
る
｡

･
美
術
館
'
旧
岡
讃
館
苛
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
郷
⊥
資
料
に
つ
い
て
は
､
E
:
J
･
W
生
徒

の
郷
土
学
封
や
教
科
教
育
に
貿
す
る
た
め
､

そ
の
保
全
･
保
湾
に
巧
め
る
8

第
4
　
財
政
の
再
生
に
必
要
な
計
画
及
び

歳
入
又
は
歳
出
の
増
減
額

-
　
事
務
及
び
事
業
の
見
直
し
､
組
織
の

合
理
化
そ
の
他
の
歳
出
削
減
計
画

∽
人
件
費

ア
　
職
員
数
の
適
正
化

･
普
通
会
計
職
員
(
消
防
職
員
を
除
く
)

は
'
平
成
2
 
1
年
4
月
現
在
で
8
8
人
で
あ
り
､

人
口
千
人
当
た
り
職
員
数
は
7
･
6
人
と
人
目

規
模
が
同
程
度
の
市
町
村
の
平
均
‖
･
9

人
を
ド
阿
っ
て
い
る
が
､
引
き
続
き
'
他

市
町
村
と
の
適
切
な
比
較
の
も
と
で
峨
日

数
の
適
r
t
化
を
進
め
'
効
率
的
な
行
政
執

行
体
制
を
確
保
す
る
⊃

･
消
防
職
員
に
つ
い
て
は
'
消
防
の
広
域

化
の
動
向
な
ど
を
蹄
ま
え
､
将
来
的
な
体

制
の
検
討
を
行
う
Q

･
特
別
会
計
　
(
国
民
健
康
保
険
'
公
共
ド

水
道
'
介
護
保
険
'
後
期
高
齢
者
医
療
'

水
道
)
職
員
に
つ
い
て
は
現
在
の
休
制
を

維
持
す
る
｡

ィ
.
般
職
給
与
の
削
減

･
職
員
給
与
に
つ
い
て
は
'
国
家
公
稚
H
昨



【参考】職　員　数

区分 兌ﾙ�ﾃ���平成19 兌ﾙ�ﾃ#��平成21 兌ﾖ�#"�平成23 兌ﾙ�ﾃ#B�平成25 兌ﾙ�ﾃ#b�平成27 兌ﾙ�ﾃ#��平成29 兌ﾙ�ﾃ3��平成31 兌ﾙ�ﾃ3"�平成33 兌ﾙ�ﾃ3B�平成35 兌ﾙ�ﾃ3b�平成37 兌ﾙ�ﾃ3��平成39 

一般職員 �##��90 塔r�88 塔R�84 塔B�82 塔��80 塔��79 都��78 都r�77 都b�75 都R�74 都"�69 

消防職員 鼎��37 鼎��40 鼎��40 鼎��40 鼎��40 鼎��40 �3��39 �3��39 �3��38 �3r�36 �3b�36 

特鵬計屯員 鼎��21 �#��19 �#��20 �#��20 �#��20 �#��20 �#��20 �#��20 �#��20 �#��20 �#��20 

合計 �3���148 ��Cr�147 ��CR�144 ��CB�142 ��C��140 ��C��139 ��3r�137 ��3b�136 ��3B�133 ��3"�130 ��#��125 

前年増減 ��▲161 ��3��0 ��3"�▲1 ���▲2 ��3��▲1 ���▲1 ��3"�0 ��3��0 ��3"�▲1 ��3��▲2 ��3"�▲3 

【参考】一般職給与　　　　　　　　　【参考】特別職給与及び議員報酬

区分 �<�¥ｩ�R�議員 

給料.報酬 倡9+s｣s�Xﾞﾘﾋｈﾈ隗｣ツ"ﾓ#S��x冷��議長:40%削減(月額382-230千円) 副市長:64%削減(月額699-249千円) 兀ｸｶ9+s｣C�Xﾞﾘﾋｈﾈ隗｣33"ﾓ#���x冷��

教育長:59%削減(月額589-239千円) 亳8輯｣C"Xﾞﾘﾋｈﾈ隗｣3��ﾓ����x冷��

期末手当 僖隴C"紊Xﾈ竕o��X��蟀8�ﾈｲ��年間2.45月(役載加算茂結) 

退職手当 �9ilｨ辷ｸｸ+X,�*"�一肌三. 

(手当算出基礎) 宙ﾞﾘﾋ夷8ｸｹ{��(削減後佑料) 

区分 �>�vR�

給料 兌ﾘｼ�#�Xﾞﾘﾋ��

期末勤勉手当 ��ﾈ鞐ﾘﾋｉo��X��蟀8�ﾈｲ��

時間外手当 从ｹ{��ﾘｧｨ,ﾃゅ"X,ﾉLﾘ餾>��

管理職手当 �ｹ+s��R��ﾘｨx皦ｫ#３韶Xｫ#RR��
消防長12%.消防署長11% 

退施手当 宙�8ﾌ�買#�ﾓ3�ﾈ鵐�#"ﾓ38ﾈ鵤�
H23-36月､-､H30-57月(以降同じ) 

特殊勤務手当 ��9G��

(手当算出基礎) 宙ｯｩihｼ饐x詹9h,ﾘﾞﾘﾋ夷8ｸｹ{��

@広報ゆうはり(顔暗号) 2070年4日20日号

拠
を
原
則
と
し
た
卜
で
､
平
成
2
 
2
年
4
月

か
ら
以
卜
の
削
減
を
行
う
｡

･
締
料
月
額
は
平
均
2
0
%
削
減
と
す
る
｡

･
背
理
峨
手
当
は
条
例
本
則
で
は
1
 
3
%
以

卜
と
し
て
い
る
が
'
課
長
1
 
n
%
'
総
括
主

幹
8
%
'
主
幹
5
%
'
消
防
長
1
 
2
%
'
消

防
署
鐘
‖
%
と
す
る
｡

･
時
間
外
勤
務
手
当
は
'
災
宵
等
特
別
な

事
情
を
除
き
'
給
料
総
額
の
8
･
2
%
の
範
囲

内
と
す
る
｡

･
期
末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
'
削
減
後

の
給
料
月
編
を
算
出
基
礎
と
L
t
支
給
月

数
を
1
月
削
減
'
役
職
仙
算
は
凍
結
す
る
｡

･
退
職
手
当
支
給
月
数
の
上
限
は
'
平
成

1
 
8
年
度
の
5
 
7
月
か
ら
.
>
成
2
 
1
年
虎
に
は
訓

月
ま
で
削
減
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
職

員
数
の
削
減
が
大
幅
に
進
ん
だ
こ
と
か
ら
'

平
成
2
 
2
年
度
は
3
3
月
と
L
t
以
降
毎
年
3

月
ず
つ
復
元
し
､
平
成
3
0
年
度
か
ら
条
例

本
則
の
月
数
と
す
る
｡

･
特
殊
勤
務
手
T
は
財
政
再
建
計
画
で
廃

止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
'
引
き
続
き
支
給

し
な
い
U

ウ
　
特
別
職
給
与
枚
び
報
酬
等
の
削
減

･
巾
u
副
ホ
長
'
教
育
長
の
給
料
に
つ

い
て
は
財
政
内
建
計
画
と
同
様
'
条
例
本

則
の
額
か
ら
平
均
で
6
0
%
以
上
削
減
す
る

と
と
も
に
､
期
末
手
当
は
削
減
後
の
給
料

を
帝
定
耗
礎
と
し
て
'
支
給
月
数
は
年
間

2
･
4
5
月
に
削
減
し
'
役
職
加
算
は
凍
結

す
る
｡
ま
た
､
退
職
手
当
は
当
面
支
給
し

な
い
｡
･
議
u
報
酬
は
､
当
分
の
間
､
今
岡
都
市

の
中
で
最
も
低
い
水
準
と
す
る
｡
期
末
手

=
T
は
削
減
後
の
報
酬
を
甚
礎
と
し
て
'
支

給
月
数
は
咋
間
2
去
月
に
削
減
し
､
役

職
加
腎
は
凍
結
す
る
｡

･
非
常
勤
特
別
職
報
酬
は
'
各
稀
委
員
会

の
委
臼
軸
酬
等
を
平
均
で
附
%
削
減
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
'
引
き
続
き
効
率
的
な
運

営
に
努
め
る
｡

∽
物
件
費

･
賃
金
は
'
業
務
内
容
と
必
要
性
を
卜
分

検
討
の
上
'
必
要
最
小
限
の
人
員
と
す
る

こ
と
で
経
費
の
削
減
を
図
る
｡

･
旅
費
は
'
公
用
車
使
用
の
場
合
は
支
給

し
な
い
｡
日
当
の
廃
止
を
継
続
す
る
と
と

も
に
､
宿
泊
料
は
全
道
都
市
烏
低
水
準
と

L
t
真
に
や
む
を
得
な
い
必
要
最
小
限
の

出
張
と
す
る
こ
と
で
､
拝
費
の
削
減
を
図

る
｡･
需
用
費
は
'
物
品
等
の
集
中
管
理
を
図

る
な
ど
徹
底
し
た
経
費
の
削
減
に
努
め
る
｡

･
委
託
料
は
'
特
殊
な
専
門
的
技
術
･
技

能
を
要
す
る
事
務
事
業
な
ど
委
託
業
務
の

内
容
と
そ
の
必
要
性
を
十
分
勘
案
の
上
､

徹
底
し
た
縦
費
の
削
減
に
努
め
る
｡

･
交
際
費
を
全
廃
す
る
と
と
も
に
､
必
要

最
小
限
の
備
品
以
外
は
購
入
し
な
い
｡

榊
維
持
補
修
費

･
各
種
公
共
施
設
や
公
営
住
宅
等
に
要
す

る
維
持
補
修
費
は
必
要
最
小
限
と
す
る
｡

･
住
民
の
利
用
が
少
な
い
公
共
施
設
の
休

廃
止
に
よ
り
､
維
持
補
修
費
の
抑
制
を
図

る
｡㈹

扶
助
費

･
単
独
事
業
は
､
高
齢
者
や
教
育
活
動
へ

の
給
付
以
外
は
原
則
と
し
て
実
施
し
な
い
｡

糊
補
助
費
等

･
各
種
補
助
金
は
､
兵
に
必
要
な
も
の
に

限
定
し
､
経
費
の
削
減
を
関
る
｡

㈱
投
資
的
経
費

･
普
通
建
設
事
業
は
兵
に
必
要
な
事
業
以

外
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
L
t
　
事
業
の
抑

制
と
効
率
的
な
執
行
に
努
め
､
経
費
の
削

減
を
図
る
｡

S
公
債
費

･
地
方
債
の
新
規
発
行
の
抑
制
に
努
め
､

公
憤
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
'

尖
質
公
債
費
比
率
の
計
廟
的
な
改
善
を
進

め
る
｡

㈱
他
会
計
練
山
金

･
各
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
は
'
事
業
の

縫
営
改
善
'
収
入
の
適
1
j
j
化
等
の
取
組
み

状
況
を
蹄
ま
え
､
適
正
な
額
を
措
置
す
る
o

･
診
糠
所
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
､
病
院

串
兼
備
や
病
院
職
巳
の
退
職
手
当
橘
の
償

還
に
係
る
経
費
等
に
つ
い
て
所
要
額
の
繰

出
し
を
行
う
｡

･
巾
場
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
､
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
公
設
卸
売
市
場
の
管
理

委
託
､
も
し
く
は
民
間
へ
の
譲
渡
を
検
討

し
､
原
則
と
し
て
市
場
会
計
へ
の
繰
H
L

は
行
わ
な
い
｡

･
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
､

耗
営
健
全
化
計
.
也
に
基
づ
き
､
平
成
2
 
1
叶

度
に
累
積
赤
字
約
日
億
日
を
.
般
会
計
か

ら
の
繰
出
し
に
よ
り
解
約
す
る
は
か
､
各

年
度
に
お
い
て
国
の
繰
出
塵
準
に
基
づ
く

繰
H
L
t
低
所
得
者
を
対
象
と
し
た
負
担

軽
減
措
置
に
係
る
繰
出
し
及
び
収
支
の
改

善
に
努
力
し
て
も
な
お
解
消
で
き
な
い
単

年
度
収
支
の
不
足
額
を
補
填
す
る
繰
H
L

を
行
う
｡

･
水
道
軍
装
会
計
に
つ
い
て
は
､
低
所
得

斉
を
対
象
と
し
た
負
抑
軽
減
描
配
に
係
る

繰
H
L
の
は
か
､
原
則
と
し
て
会
計
収
支

が
安
定
す
る
l
>
成
2
 
5
年
度
ま
で
凶
の
維
州

基
準
に
よ
る
繰
H
L
を
行
う
o

･
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
､
介
稽
保
険

事
業
会
計
'
後
期
高
齢
者
既
療
事
業
会
計
'

老
人
保
健
医
療
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
､

そ
れ
ぞ
れ
凶
の
繰
山
基
準
に
よ
る
繰
S
H
L

を
行
う
｡

㈱
そ
の
他

･
十
地
開
発
公
杜
に
つ
い
て
は
'
平
成
2
 
5



兼5　絶入簾出年次稔合計垂
1 -般会計等の実質収支

(1)一般会計

㌻音モー竺 �� 兌ﾙ�ﾃ#)D�7��平成23年度 兌ﾙ�ﾃ#ID�7��平成25年度 兌ﾙ�ﾃ#iD�7��平成27年度 兌ﾙ�ﾃ#吋�7��平成29年度 兌ﾙ�ﾃ3�D�7��(平.W正一 �*ﾘﾞR��(#2*Tl) 忠�c9D�7ｒ�(第4年度) 忠�cYD�7ｒ�(第6年荘) 忠�cyD�7ｒ�(第8年度) 忠�c僖霍2��(第10年産) 

歳入 俐�?ﾈﾆR�i.- 倅ⅲﾓ����歳入観 ��ｦﾄﾂ�歳入謎 蜜��ﾈｧｲ�成人盲点 啜ﾂ詈?��j良人!捜 啜ﾉ?�,H+��

1地方税 �����偵3ビ�893.098 涛�b經Sr�884.434 塔Sゅ#唐�839.176 塔#������795.047 都sr繝c��918.347 塔ヲ縱#2�

2地方扱与税 塔b��S2�71.196 都���澱�71_196 都���澱�71.196 都���澱�71.196 都���澱�71,196 都���澱�

3地方交付税 釘紊#5��s��4.541_017 迭���R��s��5_347.217 迭�3�2ﾃcC2�5ー261,229 填�����#ッ�4.957.133 釘緜摘��Cr�4.512_3D8 摘��ゅ�3r�

1_122_970 �� ��1.411.098 ��1.485.7O7 ��1ー094_031 ����Sr紊C�� 

5繰入金 �#b��S��87.552 ��2繝S"�ー4.861 ��B�33R�593.131 鉄C�紊�"�499.ー67 田c��s��12.786 澱�#C��

6地方dt 田s偵ccB�33.669.791 �"縱��經C��697_700 鉄S������781.700 都cゅH�r�296.500 �3r�#���36.200 �3"繝���

lうち再柳 ���32.ー99.000 ���0 ���● ���0 ���0 ���

7その他 ���33R紊CB�1.297.600 �� 涛sR縱�2�gt56.248 涛c�纉#B�969.714 涛C��3途�927.041 涛�R�##��

王左入計 唐緜�"縱C��42.182.289 �� 湯��迭�3�2�10,〔拡5.013 燈�S�ﾃ�Ｚ�b�8.946,588 �� ��

歳出 凉X,gE8喘�露出親 ���Vfﾂ�I.i.-≡ 末ﾈ���証出Sf! 白ﾉ?�粨���庶出訣 ���,gEｨ�2�▼J1.三 畠�ｸ,h7�ﾞB�

1人件■ 都#R紊�2�827_045 塔Sr紊���831.868 塔ビ��sr�871.921 塔Cr�#s2�952.489 涛�5��#��901.718 塔��經c"�

2物件tl 田r��縱cR�718.632 都c"緜#r�6J12^03 典｣�u�#c��59′lー492 典｣���3R�5J19.279 填ｦﾆﾅ�s"�551.755 鉄3r緜3��

3鮮持補修* �3C�縱C��641.198 滴�ｳゅ�迭�416_524 �3s宝C�R�377.076 �3sB紊3r�345.461 �3Sb縱���353.691 �3S"經sr�

4扶助た ���#�2紊�2�1.429.885 ��紊�b緜�2�1.336_966 ���33�%�3���1_282.566 ���#Sr紊�R�1.237.086 ���#�5�32�1.191.363 ����s�紊sB�

5柾設事禁中 涛�%�迭�1.018.544 �"經�"纉Cr�1.501.877 涛途紊S��1,401.692 ���#CX�ｳ�32�599.336 都B緜c��65_244 鉄U�S��

992.595 ��ﾃ��ゅSCB�2.502.947 ��經���sr�997_458 ��紊����"�1_245_033 鉄湯�33b�74_661 田R�#CB�55.759 
0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 

6JJ.LtfI+ ��2.417ー707 �5�sC�S��2_028.990 ��纉�"經�"�3.971_238 �5�SR繝���3.757.912 ��3.355.896 �2�3S2��cB�

lうち再生畳替特待沖 ���0 鉄��纉cB�579.582 鉄s偵S�"�2,612_159 �� �� ��

7繰出金 塔SR經�B�1.855.473 涛�"繝8�ｲ�一.018.788 涛澱纉s2�998.192 涛�"���2�946.919 涛#b緜���812.463 塔#偵3�R�

8その他 �35�Sb繝3b�33_273_805 ���#3r繝C"�lー818_724 �%���%�3���567.836 鉄Cu���"�558_106 鉄C2繝���303197 �3Sb經���

http.引 鼎��SR繝モ�42_182_289 免ﾅ�c"經�2�9.596_ー40 燈��填�3�2�10.065_013 燈�S����b�8.946_588 唐�#�(�ｳ��"�7_535_327 度�ｳCSR纉���

0 ���● 紐�I ���0 ���0 ���

26.326 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 

実寅1収支 ��#3"��湯紊cb�0 ���0 ���0 ���D ���0 ���

帆る重量AIJg ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

年度 剳ｽ成31年度 兌ﾙ�ﾃ3��7��平成33年度 兌ﾙ�ﾃ3ID�7��平成35年度 兌ﾙ�ﾃ3iD�7��平成37年一変 兌ﾙ�ﾃ3吋�7��兌ﾙ�ﾃ3僖闔ｩ�b�平成40年度 兌ﾙ�ﾃC�D�7��

区分 �(宗11年度) 忠�c�)D鞏ﾒ��(第13年度) ��(第15年度) 忠�c�iD�7ｒ�く第17年度) 忠�c�吋�7ｒ���(第20年度) 宙��#�D�7ｒ�

歳入 價E人 櫨Dﾉ?ﾈｹ��見入棉 俐�?ﾈ���庶人弘 ����ﾈﾆB�歳入憩 辻����俐�?ﾈﾆR�歳入額 定���ﾈ薐�

1地方税 �866.783 塔CE��"�819_919 塔��ピB�789.522 都cr��c2�751_820 都3b縱ィ�都#"��C��707.607 田�4�SR�

2地方三島等税 �71.196 都���澱�71.196 都���澱�71.196 都���澱�71.196 度爾��澱�都���澱�71.196 都���澱�

3地方交ーJ税 �4.475.701 釘紊C偵3�"�4.194.164 釘���2纉唐�4.007.197 �2纉#r縱s��3,887.256 �2繝�b�#����2縱S2紊c��3.727.053 �2ﾃs��繝���

4国都置府 �.倡因���1.015.774 涛�2��C��946.576 涛�ゅ�唐�888,252 塔Sr��#R�837.334 塔�r縱s��都湯繝迭�786.637 都s2緜���

5始入金 �6.356 澱�3�b�281=351 田2纉sr�176.018 ��ビ經sR�151.260 ��cr�3コ�澱���"�6,192 塗�｣��"�

6地方側 剞�.300 ��｣r纉���JI.000 �������JLCOO 氾������0 �� ���0 ���

0 ���∩ ���0 ���0 �� ���0 ���

7その他 �901.360 塔ヵ��3"�863.056 塔C��ｳイR�83′ノ60 塔#e��b�816_006 塔�R經��ｲ�汀鉄3"��′ab.241 巴��3#��

歳入E汁 �7ー351.470 砥�#S�S湯�7_180.262 兎�#���モ�6_773_945 澱緜C�紊3b�6ー494.872 澱紊�B纉8+��澱��ｳC��#r�6.083_926 ��

見出 �:..rい 啌籔綴辻�･r,- 倩�蜚ｨｴ��I-.p5- 亶V部ｧ���-.rJ: �'�ﾗﾒ�啌苒ﾘ屍ﾒ�義.T.顎 �'�rﾒ�

1人什井 �885.333 塔3B紊�b�1.034.388 塔�R縱���852.936 塔3r繝sb�850.603 塔s偵#Sr�都sR�#sR�840.555 都ィ��Cr�

2物 豫2�545.750 鉄#R紊ッ�526.646 鉄#偵����539.732 鉄#%��3��506▲369 鼎����s��鼎sb紊C2�462.150 鼎Cゅ#ッ�

3Jt ����357.087 �3S�經SR�349229 �3S"纉�r�349.901 �3CゅS���338.054 �3#r纉�"��3�ゅ�sR�308.533 �#湯�#sr�

4抹吋l■ �1_149_618 ����#r��sB�1.105.812 �����2ﾃ�#��1.061.879 ��一.001.7▲12 涛c�緜s"�涛#5�#�R�886.277 塔S�繝#b�

5蛙綬事業キ �38.847 店爾紊#r�17.382 ��"紊Cr�6.231 ��5�モ�0 ������0 ���

IHI 倬h撮�38.847 鉄�紊#r�17.382 ��"紊Cr�6.231 ��2縱モ�0 ��｢����0 ���

HZ)'R 倬h撮�0 ���0 ���0 ���0 ��｢����0 ���

6公 隆�3_312_948 ��3.238.202 ��3_053_074 �%����3��2.943_382 �"纉�ゅcC���#ウ�Sr�265.837 �#��纉cR�

1うら葛生 丶i9倆HｫR�2.612.159 �� ��2,6ー2.15g ��2.612.159 �"緜�"��S�����0 ���

7枚出合 � ��7品7644 ��779ー275 都cゅ#3��740.197 ��田ブ�C�� ��

8その他 �2J19_912 �#套��ビ�120.959 ����rｓr�130,917 ���bﾄ2繝2�111_525 �?｣"纉����"緜�%�#2� ��

謁.～.計 � �� �� �� ��LJ �� ��

歳入桂辻 亶ﾈ脚���0 ���0 ��｢�0 ���0 ��〇 ���0 ���

0 ���0 ��｢�0 ���0 ��〇 ���0 ���

美智 (A)- �7��耳耳爾�2��0 ���0 �,"�0 ���0 售2����0 ���

三LI.I ����∩ 啖��∩ ���0 ����ll 凵ｿ ����∩ 

広報ゆうはり(騒暗号) 2010年4日20日号色

年
度
ま
で
に
公
社
が
所
有
す
る
J
I
:
地
を
計

画
的
に
買
い
戻
し
た
後
.
庵
･
t
す
る
｡

･
旧
琴
.
.
セ
ク
タ
-
に
係
る
損
失
補
償
契

約
に
基
づ
く
伯
務
に
つ
い
て
は
'
平
成
粥

年
度
ま
で
に
計
画
的
に
解
消
す
る
｡

2
　
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
の
増
徴
計
画

･
市
税
そ
の
他
の
収
入
の
徴
収
に
あ
た
っ

て
は
､
課
税
客
体
及
び
課
税
標
準
の
的
健

な
把
握
に
努
め
､
凝
税
の
公
平
を
期
す
る
｡

ま
た
'
納
期
内
の
納
椀
を
促
進
し
､
徴
収

率
の
向
卜
を
図
る
た
め
合
理
的
な
計
両
徴

収
に
努
め
る
｡

3
　
地
方
税
そ
の
他
の
収
入
で
滞
納
に
係

る
も
の
の
徴
収
計
画

･
税
や
使
用
料
f
:
T
の
滞
納
者
に
対
し
て
は
'

財
産
調
査
の
推
進
や
滞
納
処
分
の
強
化
な

ど
法
令
に
堪
づ
V
.
厳
正
な
処
分
を
尖
施
し
､

滞
納
分
の
無
理
を
行
う
｡

･
巾
常
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
滞
納
額

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
'
高
額
滞
納

者
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
'
明
渡
し

訴
訟
の
実
施
な
ど
引
き
続
き
徴
収
強
化
を

図
る
.
･
水
道
及
び
ド
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
'

給
水
仲
_
ヒ
予
行
や
個
別
相
談
の
光
胞
な
ど

に
よ
り
納
入
を
促
進
す
る
｡

4
　
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額
の
変
更
'

財
産
の
処
分
そ
の
他
の
歳
入
の
増
加
計
画

･
枝
川
料
は
､
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
徒
費

と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
平
成
1
 
9
年
蛙
に
見

直
し
'
新
設
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
'

引
き
続
き
適
正
に
措
P
_
す
る
｡
基
準
額
が

定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
料
は
適
正
な
額
を

徴
収
す
る
｡

･
手
数
料
は
､
地
方
公
仙
ハ
同
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
規
定
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
､
所
要
経
費
と
の
鵬
連
を
考

慮
し
て
中
成
1
 
9
年
度
に
見
但
し
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
'
引
き
続
き
適
正
に
措
置

す
る
｡
ま
た
､
し
尿
処
理
場
の
施
設
建
設

に
あ
わ
せ
'
公
平
な
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
現
行
手
数
料
の
見
直
し
を
行
う
｡

米
使
用
料
･
手
数
料
引
上
げ
の
内
容

施
設
使
用
料
‥
平
成
1
 
9
年
度
か
ら
3
%

引
き
上
げ

下
水
道
使
用
料
‥
平
成
1
 
9
年
度
か
ら
2

4
4
0
日
/
1
 
0
【
m
に
引
き
上
げ

各
種
交
付
･
閲
覧
手
数
料
‥
平
成
1
 
9
咋

度
か
ら
1
5
0
-
2
0
0
円
引
き
上
げ

各
種
検
診
料
-
平
成
1
 
9
年
度
か
ら
1
0

0
-
5
0
0
円
引
き
卜
げ

ご
み
処
理
手
数
料
-
平
成
1
 
9
年
度
新
設

(
家
庭
系
混
合
ご
み
2
日
/
-
な
ど
)

し
尿
処
理
手
数
料
･
･
し
嫌
処
理
施
設
の

新
設
に
併
せ
'
平
成
2
 
7
年
度
か
ら
従
来
の

収
集
料
に
加
え
､
新
た
に
処
理
料
を
徴
収

･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ

る
市
有
財
産
の
売
畑
な
ど
､
積
極
的
な
財

産
処
分
を
進
め
る
｡

･
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
付
け
る

な
ど
､
市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
｡

･
公
用
車
や
公
用
封
筒
､
H
p
な
ど
の
広

告
募
集
に
よ
り
'
収
入
確
保
を
図
る
｡

･
市
有
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
販

売
を
検
討
す
る
｡

5
　
超
過
課
税
又
は
法
定
外
普
通
税
に
よ

る
地
方
税
の
増
収
計
画

･
市
税
に
つ
い
て
は
'
法
令
卜
の
上
限
の

税
率
な
ど
を
踏
ま
え
平
成
1
 
9
年
度
か
ら
見

直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
､
引
き
続

き
'
以
下
の
と
お
り
と
す
る
｡

個
人
市
民
税
均
等
割
　
3
'
5
0
0
円

個
人
市
民
税
所
得
割
　
6
･
5
%

固
定
資
産
税
　
　
　
1
･
4
5
%

軽
自
動
車
税
　
標
準
税
率
の
1
･
5
倍



去第2条第1`⊃イ　＼l矧プる以外のもの)(2)(諾話題貯計のうち法第2条郡号イロハに那る以外の5の'(単位‥千円) 

rTnJT �� 兌ﾙ�ﾃ#)D�7��平成ク3年度 兌ﾙ�ﾃ�D�7��平成25年度 兌ﾙ�ﾈ4緤D�7��平成77年度 兌ﾙ�ﾃ�D�7��平成?9年度 兌ﾙ�ﾃ3��ｩNr�(平脚こか 冰):��(第2年度) ��(第4年度) 宙ｸsYD荀TR�� 忠9俘cyD餔��ｲ�(許8年皮) 忠�c僖�7ｒ�(第10年度) 

歳入 傚I�ﾈﾖ85"�成人触 侭O��ﾈﾋ訝ﾒ�a,人毒虫 ��ﾉ�ﾉ�)I"�歳入軌 倩ﾙ�ﾉ�｢�歳入玉虫 傚I�ﾉW��話人駄 俐�?ﾉ8S��

1財産収入 塔��1.200 ���&h�ﾃ��1_200 田���0 ���0 ���0 ���

2繰入金 ���B���r�146798 ��ｳcゅ3���186.149 ��ce��#��162≡728 ��C偵3S��122291 ���b��CR�25.853 田tﾃ3モ�

3雑収入 ��ｬSr�100 鼎��40 ��｢�0 ���0 ���0 ���

4地方偵 ���625.504 ���47.700 ��3�C���ｲ��0 ���0 ���0 �2�

正人計 ���C#s2�773.602 ��c偵c#��235.089 ��ﾃCs�ﾃs#��162.728 ��C偵3S��122.291 ���b蔬ﾃ�R�25.853 田u�3モ�

正比 又gDﾄﾅ6ｦﾂ�I.i三 佻WGF��ｲ�虎tt騨 ��ﾇV�.�尼�･lf ���ﾒ�-,,一三 ��ﾄﾆﾈ�2�Jtu:防 俐頽�����

1物件莫 ���0 �2��19.660 ��｢�0 ���0 ���0 ���

2維持柿修_I ���1_260 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

3I一LrJ苗 田C3b�13414 �3���2�39153 �3���2�39.013 �3偵��2�29.013 �%���2�0 ��

2.804 ���0 鼎r縱���1.304.305 ���0 ���0 ���0 

5公甘1日 都S�32�758.9フ8 ��3�緝�ｲ唐�1フ8.576 ��#r紿.�2�1,73715 �����3Cb�93_?78 塔u��3��?5.853 田r�3モ�

三森.V.岳† ���E�#s2�773602 ��c宝c#��235ー089 ��紊s�縱#��162.728 ��C宝3S��122.291 ���e��CR�25.853 田u�3モ�

O ���0 �.��り �.��0 �.��(I �*"�0 

.訂首-ミご 兌ﾙ�ﾃ3�D�7��平成32年度 兌ﾙ�ﾃ39D�7��平成34年度 兌ﾙ�ﾃ3YD�7��平成36年度 兌ﾙ�ﾃ3yD隸R�平成38年度 兌ﾙ�ﾃ8�SｹD�7��平成40年度 兌ﾙ�ﾃC�D�7��(第11年度) 宙派�3�)D�7ｒ�(繁13年LE) 忠�c�ID�7ｕ��(芽…15年度) 忠�c�iD闔ｨ廝��(第l7年J≡) 忠�c�吋�7ｒ�(訴19年度) 忠�c#�D�7ｒ�(第21牢屋) 

歳入 俐�?ﾈｷﾙI"�歳入敵 俐�?ﾉ'��#^& 俐�?ﾈ�"�歳入粗 俐�?ﾉ�r�歳入蝕 俐�?ﾈﾌﾂ�浸入弘 俐�?ﾉ���
1財産収入 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

2操入金 田s3ビ�67387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田rﾃ3ビ�

3さ毒収入 ���0 ���● ���0 ���0 ���● ��ﾂ�

4地方信 ���● ���0 ���● 紐�● 紐�0 ��ﾂ�

故人計 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田u�3ビ�67_387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 佑srﾃ3ビ�

J丘Hl 潰Dﾆ瓶�LtとLKA �'GF處ﾂ�･.).- 瀞ﾘ+9?��･..,;.:二 俔dﾄｦｨﾗﾒ�･.I;-i= 啅Dｨ*ﾃﾒ�I-こ;てこ ��DﾆｨﾊB�

1物fr煮 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

2狐持補修責 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

3MS肋柴等 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

4陸鞍事実匂 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

b公i*♯ 田r�3ビ�67,387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�

浅LLl£ 田u�3ビ�67.387 田r�3ビ�67.387 田r�3ビ�67_387 田u�3ビ�67_387 田u�3ビ�67_387 田x�ｳ3ビ�

R【一一.註 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

H22 H23日2ムH25 H26 H27 H28 H29日30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

一般会計の年次計画　　　　仰■■

H22日23 H24日25 H25 H27日28 H2g H30 H31 H32 H33 H3エH35日36 H37 H38

◎広報ゆうはり(随時号) 2070年4日20日号

脚
　
8
.
∬

2

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

8

第
6
　
再
生
振
替
特
例
情
の
各
年
度
の
償

還
額
(
鴨
)

借
入
額
3
2
'
1
9
9
'
0
0
0
､
0
0
0
円

利
　
率
　
年
1
･
8
%

第
7
　
各
年
度
の
健
全
化
判
断
比
率
の
見

通
し
(
略
)

第
8
　
そ
の
他
財
政
の
再
生
に
必
要
な
事

項･
夕
張
市
に
お
い
て
は
､
財
政
再
年
計
画

策
定
に
際
し
て
'
国
や
道
へ
の
揺
案
･
要

望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
'
引
き

続
き
そ
の
実
現
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
削
減
を
図
り
､
計

画
期
間
の
短
縮
を
目
指
す
も
の
と
す
る
｡

･
財
政
再
建
を
着
実
な
も
の
と
す
る
た
め

に
は
'
地
域
の
再
生
が
不
可
欠
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
'
市
民
生
活
や
地
域
再
牛
に
関

連
す
る
懸
案
事
項
を
本
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
財
源
が
限
ら
れ
る

中
で
'
計
画
策
定
段
階
で
事
業
費
'
実
施

年
度
等
が
未
確
定
で
'
財
瀕
が
確
保
で
き

て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
計
.
E
変
更
で

対
応
す
る
こ
と
と
し
た
｡
こ
れ
ら
の
事
業

に
つ
い
て
は
､
実
施
年
度
の
財
政
状
況
､

国
や
道
の
支
援
､
各
種
交
付
令
の
状
況
等

を
見
極
め
'
適
切
に
計
画
変
更
を
行
う
こ

と
と
す
る
｡

･
ま
た
､
人
件
費
に
つ
い
て
は
'
財
政
の

再
建
と
地
域
の
再
生
と
の
両
立
を
図
る
観

点
か
ら
､
行
政
執
行
体
制
の
確
保
に
留
意

L
t
他
市
町
村
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
'

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
見
持
し
を
行
う
も

の
と
す
る
｡

･
夕
張
市
の
消
防
組
織
に
つ
い
て
は
単
独

消
防
と
な
っ
て
い
る
が
'
現
在
南
空
知
幽

域
(
4
市
5
町
)
で
平
成
2
4
年
度
ま
で
に

広
域
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
｡
こ

の
こ
と
に
よ
り
'
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
質
の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
消
防
行
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一般会計当初予算規模の推移

頚1 9年度以降は綾上充用念を除く実質ベース
･;Ix 2 2年度の赤字解消艶Ia:減債基金積立分

[コ借　換　債

雷赤字軒肖穎

[コ特例債利子

□実質歳出

1ー4 ��1日 ��劔� ��

6 94 ��

78 �� ��ー0 ����

72 �72 

J l I � � � � 

17年度　18年度　19年度　20生度　21年度　22年度

(1 )一般会計予算規模

項目 �22年度 �#�D�7��増減額 ��ﾉzb�

予算額A �11ー862.513 �3津田2��C"�△28,1∝).529 蔦s��2R�

繰上充用金B ��32.793.210 ��3"ﾃs�2�#��� 

借換債C ���3s�紊��� ��ﾃ3s�紊��� 

茶実質的な予算額A-B-C �10.492113 途ﾃ�c偵�3"�3.322281 鼎bﾃ2R�

(2)特別会計予算規模　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

項目 �#)D�7��21年度 ��ﾘﾋ逢｢�伸率 

国民健康保険事業会計 �"���"�3�2�2,260.1ー5 ��#�sr繝�"�-7.9 啌v��

市場事業会計 �"��sB�2.176 ��#��"�-4.7 ���

老人保健医療事業会計 唐纉C"�20.976 ��#�"ﾃ�3B�-57.4 致��

公共下水道事業会計 �#cR�#c"�1.382.716 ��ﾂ���r紊SB�-80.8 箸s��

恒由算(鮎朝会除く) �#cR�#c"�253.516 免ﾂ縱Cb�4. 致��

介護保険事業会計 ��ﾃS3(�｣鉄��1.518,084 ��B繝sB�1.0% 

診療所事業会計 ��c津c#��134.724 �3Bﾃンr�25.9% 

後期高第着医療事業会計 �#C2纉#B�252.029 ��#ゅ��R�-3.2% 

水道事業会計 鉄sRﾃ�3r�532.755 鼎#�#�"�7ー9つも 

合計 釘繝��C�#��6,103,575 ��ﾂﾃ##3ﾓCSB�-20.0% 

(単位:千円) (動市民活動､地域の活性化､産業の振興に資する事業　　　(単位:千円)

事業名 偃X,�>�vR�事業費 

幸福の黄色いハ ��8ﾙ�*�.xｯ�+�.x.ｨ+ﾘｯ�WHｾ�/�ﾞ�ﾋ�,h+X,JH諍7)��.��X檍,Y���6_500 
ン力チ基金助成 �.�+X+ﾘ�9j�8飲�9�,ﾈ-ﾈ*H,(*ﾘ.掩):�9�,���+X��ﾈ/�ﾗ8*B�

紅葉山道の駅整 俟ywH�)&霎h,ﾈⅹ5挨��Xｻｸ.)�ｸﾏXｹ)5�,h+X,Hﾙ�;�#x�9�Yy�ﾈ,��16.000 

備 �;�,ﾈ踊/��餔X+x.着8棈�ｪH失昇6x488ﾈ,�,r��

地域経済活性化 佰�ﾗR�.員ｩ�ﾃ�,ﾉ�ﾘ��,�.h.佝����ｸ嶌/�ﾗ8*H+ﾘ-ⅸﾋｸﾏY�Hﾇ｢�26.773 
促進 ��ｸﾏｸ耳ﾋ8峪9�/�ﾗ8*H+ﾘ-�,ﾉ�ﾈﾝ闔y�ﾈ,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ��ﾈ/�ﾗ8*B�

新産業創造等事 業助成 仭9&ﾘ蝎%�&闔i�hﾘx畔ｮ霎�/�ｨ駅�+X+ﾘ靖�ﾉwiHｨ+�ｮ�,(*ﾙ�偬���ｼh,ﾉ�ﾘ�)8ｨ�,��H+x.傚Y�ﾈ/�ﾗ8*B�ー50.000 

都市計画マスタ 俑�ﾎ8,ﾈ-ﾈ+�,(*ﾘ.�,ﾈ+ﾘ-�ｹwh,h,�.�78�8ﾇh柯7ﾘ5�5��ｸ7h8�98,ﾂ�9.398 
-プラン等策定 俥ﾉ�ﾈ.(�8y&霎h,�,x,ﾉw�7)&闔h,ﾈﾊ�+ﾈ+X/�ﾗ8*B�

農山漁村活性化 僞�h*ｨ馼ｼh皦ﾍ�,h+X,Hﾗ8*H�8ｹIG)�ZHｷ�7唏ｾi�ﾉyﾙ9�,�,(*"�,JI��,ﾈﾆ伜(ｹ��ｨｨ��ｸ嶌7h8ﾘ5x4h4�6x辷�ﾏ�WHｾ�/�ｨ駅�+X,H��15.773 
〔コジエ 

援交付金事業 ��ﾈ/�ﾗ8*B�

2　平成22年度に実施する主な事業

仔)市民の安全･安心に資する事業

事業名 偃X,�>�vR�劔事業寛 

市立診療所病床負担金 (診療所事業会計) 倡9zr�娠所の施設運営者である綻管理者に対 -､ヽ 劍+ZI&闔h�9|8,ﾂ�29.013 
しな病 �1)､に､ーfIつ 

市立診療所負担金 倡9zr�ニ 剞ﾝ運営者である英捷管理者に対 �+ZH郢�ﾙ�ｸ�峇�10.000 

(診療所事業会計) �+�ｴ闖h+x.佰YDﾙ�X�i�ﾘｻﾈﾇ冲X,佛x.儿�%8/�ﾗ8*B�
E51- 劔こより対応して 行う ����S"�休日.夜間救急医療 体制補助 �*(.兌ﾙ?ｩn���6ﾘ�3ZH�2�ﾜﾘｷﾘｷ�-�ｷ�?ｩ8ﾈｷﾘ�9|8,佛x.偃i�ﾂ�

初期救急確保対 策 ��I�i�(鰾�亶�-�ｷ�?｢駭亊Hｨ(ｧﾈ,ﾈ�8ﾗﾘ犀��+��ｯｨｷ霍ﾘｫ8�"�+h+ﾙX�%8/�ﾗ8*B�3.360 

対応を行った医療楼閣に対し､受け入れ実線こ応 

じん施橡能障害者 通院移送支援事業 舒(ﾊ�%9>�,ﾈ�2�剽ｺ郎8へ通乱,ている人I透析患者の通院Jてス �966 

運行委託に対する補助をTTつ 
lヒ=ヽ �*H嶌+X+ﾘ����,ﾉox,h尸Hｨ耳譏*�+ﾘ5(987�4�6x,�-ﾈ*H,"�劔331.077 
岩 莱 謬ﾂ��*ﾘ.�/��9���傴��2耨B�+R�+x.�+ﾘ-�,ﾈ�H8ｺｹ�餔X馼ｼb�

橋梁長寿甜ヒ計画事業 倡9;�,�ｸ*�.仆I|�,ﾉ+x���7�/�M�.�+ﾘ-�,ﾈ�9d�ﾇh柯/�ﾟI.�+x.��劔4.946 

市道紅葉山市街鮎抱 改虹事 俘)�ﾉ;刋愛ｩ,ｩuﾉ.ｉuｹ*8���穐R�,僵ｨ*H��ﾈｾ�/�ｨ駅�+ZHﾖywB��)&霎h,�*�.倡9;兔ﾘ矯,ﾉ�驃H/�ﾗ8*B�劔36.510 

消防ポンプ車購入 傴ｩ��c)D駝ﾉ�ﾈ,ﾈ��f�7ﾈ987h齷:陜�,ﾈﾕ��h/�ﾗ8*B�劔21.516 

よしご車オーバ 兌ﾙ�ﾃ�)D�7為r�剞lのはしこ付消防ポンプ華のオー/トホールを実 �17.175 
-ホール 倡ｸ+x.��

檀)高篇者･子育て､教育の充実に資する事業　　　　　　(単位:千円)し専)その他の事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

事業名 偃X,�>�vR�事業費 

容器包装リサイ �5(7鞋X､傀瓜ｨｨｸ,ﾉ.ﾈ�7�/��ﾘ.�+ﾘ-ⅹvXｮﾙ^��X8ｨ5H484�8ｹd�,�.�-��49.476 

クル収集 �.兒ｩ¥ｨ��/�Hﾋｸﾗ3yV冦ｨ*�.s��V僮(,兒X�+x.茶xﾈ隍ｨ跌uﾉ.ｒ�

市営住宅滞納処 傀ﾙ4倆(,ﾈ�8ｶ�淙ｧh.)�h+ﾗFｩ�右ｸ�(,ﾉJﾙ�h/�wﾙy�+x.�+�,h,Y�右ｲ�4.838 

分 俘ﾃ著ﾋ淫ﾘ/�z�.�+ﾘ-ⅹ<�,�ｸ��,郁ﾙTｨ�(,���+X,Ik�6����x/�ﾗ8*B�

地上デジタル放送 受信施設等整備 �&��86h5x5�8ｹ_ｩ�x,ﾈ�9�ﾘ,儺ｹwh,h,�.�(h�ｼt佇*HｺI�ｸ�9�ﾙ~I�ﾒ�淙�9N��X/�ﾗ8*H,h,h.�,唏�8�8���,佛x.假9�ﾙ�ﾙOX/�淨｢t�+x.��97.168 

広報ゆうぼり(臨時号) 2010年4日20日考@

事業名 偃X,�>�vR�事業費 

高賢者公共交通利用負 担轍削敬老ノ玖事業) 都�ﾜ闌��8,ﾉ_ｸ*ｩy駅�+x.白�5�,ﾉ{��,�,(*(,JH齪ﾌ厩�%8/�����ﾆ�8ﾒ依ｸﾗ33��冷�,��*ｸ岑+�H+ｸ,ﾈﾛxｧｨ/��8*ｩX���+x.��ー0.713 

老人福祉会館運 倡y.宇ﾙyﾘ�)�y7�,Xｬyyﾘ戊�8+X,H*(.刔i�ﾉY�8檠Hｨ+���+X,JH橙�2.400 
宮補助 亊�,ﾈ��.�阮8,ﾈ+ﾘ-�,ﾉ�Y;佰YDﾙ�9X�%8/���ﾔ�+x.��

保育料引き上げ 傀ｨ鰄�9�x,�.h.�.�-�,H*(.兢ｸ孜{�*兌ﾙ�ﾃ#)D�7�為�,ﾉu�4��*ｲ��8+�/�ﾊ�+ﾈ+ZI�ﾘ*i'X*ﾘ+�,h,肇ｨ.育�支,I�"x�,ﾉX�%8ｬ�/��ﾘ.��(歳入) 
の見直し 

清水沢小学校校 兌ﾙ�ﾃ#9D駝�*�.xｺ8ﾘx+x.��I�Xﾝﾈ敲ﾕｨ,佛x.俔ｨﾘx淙�8ﾔ磯h/��556.300 

舎改修 們��8+x.��

小中学校統合に 兌ﾙ�ﾃ#)D紿ﾈ�*�.x,ﾉ(inﾈﾏ��嶌,�.h.肪ﾓﾙ6ｸ,ﾈ���8���8,ﾈ+ﾘ-�,ﾂ�46.156 
係る経費 �,ｨｧyy�ｨ,ﾈｦﾙ�ﾘｷ�-�蜜敲ﾙ(ｺ8ﾘx,傲X.筈)wi�ﾈｪ�,ﾉ�餔Y9�/��ﾘ.��

児重生徒鑑賞教室 倬�;bﾉ�hﾆ�"�+ﾘ-�ｨﾜ8+x.佗ﾈ��[h嶌ｭ8�ﾈ檍-h,ﾉ^(�(/�ﾗ8*B�50〇 

奨学基金貞1-J 佝��4�yu(,�.h.咽8ｧx*ｩ5ﾙ��,飲�,���+ZHｻ8支,ﾈｴ�檍ｼ�9�,�9��720 
与し有能な/U,1の育成を表るため､奨学資金の責付を再発する 
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ぎ【主な内訳)
琵上償還債1 3億7.040万円
陛発財政対策眉　4億9.804万9千円

小芋校改修関係　4億3.690万円
公共用地取得層　3億460万円
公営仔宅建設債　5,770万円

旬lfな内訳】
･産炭地甥発展基金収入　2倍6 030万円

･雨宮住宅浄化旬利弔科　3.474万4千円

･高速連絡公共施設整備助成金

3.650万円
･高取療葉舞収入　889万2千円

消防EZl員退札報儲金収入　500万円

u,?諸収入　3.3%　--1-

3億9.200万6千円

ぎ【主な内訳】
生活保護弗負担金　4億6,325万円

障害者自立支援関係費負担金　2億2.97 1万5千円

地域住宅交付金1億6.732万3千円
学校整備鼻補助金1億1.932万2千円
児童福祉(保育園関係)費負担金1億314万4千円
･夕張市財政再生支援対策辛補助金　8.082万9千円

⑧市　債　22.9%

27億1.054万9千円

Lq,その他　0.5%

6.395万円

a/市税7.6%

9億655万7千円

歳　入

1 18億6,251万3千円

⑥昂･芸妓出金14.4%

1 7卓68 3万2千円

⑥使用料･手数料　5.8%
6億8, 9 32万8千円

(il l主な内訳)　　　　　　　　　　　･幼稚園保育料　326万4千円

市営住宅料　5億7.917万9千円　　　　　･本庁舎､監卓場使用料　758万6千円
･浴場使用料　3,399万9千円　　　　　　.ごみ処理手数料　3.914万円

･文化スI11-ツセンター使用料　382万5千円　･住民票.戸籍謄抄本手数料　601万9千円

5) [主な内訳】

財産収入(車庫貞何科我妻引主宅料土地売払代など)
4.809万7千円

繰入金(ハンカチ基金なと) 1.385万2千円

寄附金i夕張まちつくり寄附金収入) 200万円

愈地方譲与税･交付金　2.0%
2億3. 1 04万6千円
′潜【主な内ytJ

③地方郊縄43.0%
51億51 7万9千円

地方揮発油譲与税1 758万3千円
自動車重宝譲与税　5.361万3千円

利子割交付金　841万1千円
地方消賛税交付金l億2.803万2千円
自動車取得税交付金l.441万8丁円

'ぎ【主な内訳】

･普通交付税　34億2.830万1千円

･特別交付税16億7.687万8千円

(うち再生振替特例債利子負担分
～4億2.030万6千円)

官分担金･負担金　0.5%
5,706万6千円

@. (主な内訳】
･保育Eg保育料　3,735万3千円

･老人7ri-ム入所料1 ,942万3千円

@L l公広葉】

足債元金倶選金(ri挨債含む) 28億9.735万4千円
･起偵利子や還金　7億7.670万4千円

cS教育費～学校､社会教育､施設管理など

[主な経常剤
小学校維持等理経糞　5.32 1万9千円

中学校維持管理経費1.451万円
給食運営往き　2,91 5万5千円

小中学校畜時我鼻経費1.1 1 1万2千円
･幼稚践運営(人件重き) 1.098万1干Fj

･児童､生徒通学柄劫程責　2.079万5千円

･ス/)-ルJ(ス軽費　450万8千円

文化スポーツセンタ-管理軽費1.074万げ円

平和執公園管理経費　71 9万円

外国語指導糧貴く人件乗合) 442万6千円

l主な臨時剤
･小学校統合や晶等整備　3.076万3千円

清水沢/j噸舎改修程貫　5億5.630万円

J官,消防賢一消防救急､防災の1:めの鐘声

はな経常更】
消防一校桂2　2,008万2千円
･#防EZl一般軽費1 742万7千円

[主な臨時鼻】
･はしこ季オーJトホール1.71 7万5千円
･消防ポンプ車韓入　2,151万6千円

･消防資抵材整備　604万8千円

･救急救命士妻戚　250万8千円

⑧請支出金　0.0%　Qj)予備責　0.1%

I 40万9千円

⑧公債責　31.0%

36倍7.405万8千円

喝破青井　7.2%

8偉5.252万9千円

⑨消防費2.6%
3億1.455万円

⑧土木責一道乳公園.市道等雪､市営住宅など
[主な経常別
院排雪提要　9,624万1千円
･市道項梁菅理経貴　6.908万FE

公国管援経費1.55Ei万3千円
両賞住宅菅理経畏1億6333万6千円
直営住宅菅葦経負1.030万e千円
[主な臨時剖
･市営住宅司等事業　3億3. 1 07万7千円

･市岩住宅地デジ放送受信施設整備　3.962万6千円

･市営住宅火災芸報芸取勺　690万2千円

市ぎ住宅明澄訴訟経責　483万8千円

都市計画マスタープラン等策定　939万8千円

i)議会賛　0.4%

4.39 2万円

②稔珊13.5%
1 6億524万3千円

歳　出

1 1 8億6,251万3千円

@i*2 14.1%
1 6億7.275万4千円

LLL商=賛　5.3%

6億2.65 5万円

③朗読19.7%
23齢8 I 9万1千円

令.l肺葉箕0.3% 3277万1千円

･昏農林美男～農業.林業のための経費

t主な埋党則
･坑道管理軽重100万円
∴市有林管理権責　61万9千円

農業委員会業務　30万1千円
[主な6弼剤
監業基盤整備交付金事業1 577万3千円

丑衛生費　5.8%

6億9.044万4千円

･Gi)商=恭

l Tな埋宮剤
三セク損失頼信　4億3.386J-j巧

千代EEJ(イオ蔓医苫珪100かL]

(iな臨時創
覇産業g_迄等事業取成1億5三万円
地域鰻清志性化促進　2.677万3千円

(1､話会寛
･議会遷宮経費　250万円

議員報酬､事務局隈貝人件費　4.1 42万円

誰鼓舞～庁舎管理.戸乱だI､笥乳選挙､人F兵など
L主な経常剤
･庁舎管理緑葉　2.362万3千円

･総合行政システム管理　3.010万2千F;

公用車琶理経男　724万5千円
･広頼経煮147万円

財産管理韓突　382万l千円
･市税甜徴収経異　603万3千円

･情報管理経# 1.626万4千円

･戸蒲住民皐本台娠管理経費　41 7万7千円

I市丘.牡鼻等人件費　2億8.961万6千円

[主な岳時則
･公共用地取得葉　3億6.662万3千円
･不用公共施設探却　2.1 BO万円

･紅葉山道の駅整爺l ,600万円
･国勢調査経費1.463万8千円

･事有の黄色いハンカチ基金執成　650万円

･参議院議員選挙経費1 ,335万円

I:3:,民生葉～社会濁祉児童福祉生活保護など

liな経宍剰
生活保護経宍　5億7.644万9千円
･保育園入所児童扶助費l債8.042万1千円

層害者自立支援手蔓モ　3億1 ,445万7千円
･後期高齢者医乗票負担経乗　2億1.661万9千円
･老人JTL-ム入所者扶幼妻1億1.637万4千円

･重度心身障害者医療範付売　5.I 1 1万4千円

･7ども手当等給付関係揮貞1億1 90万4千円

児童扶養手当絵付薬　4.563万円
･社会福祉協議会事業費補助　3.044万5千円

･保育協会運営貞補助1.096万9千円

シル)ト専用住宅管理経費　692万け円
敬老パス事業経費1.071万3千円
乳幼児医療垢何男　470万2千円
･生活Jてス路線班持持助　640万7千円

･市民研修センター管理経費　407万3千円

ひとり頚家庭等医療責給付費　298万3干Pj

l iな臨時剣
地上デジタル放送移行
市民研修センター畷房

5. 754万2千円

改修費　2790万円

ご筒生母～し辰･こみ処理.浴鼠世襲管理など
(主な経常勇】
･じん芥収集処勤王資　6 I 73万3千円　　寒地葬蕎宛管理糧貞1.144万2千司

･し尿担FP場巳呼埋草　6345万3千円　じん芥埋立処分地管部室空1.193万5千円

･,<同･B場哲男経膏　3 854万6T円　　休E]､夜間救,%医療鯛儒助1 05万2 T円

･市民保健淫責　2.729万9干R　　　　折胡救急確保対策　336万P]

･容等包装リサイク,I.,収集紹票　4.863万9千円

[主な毎時資】
皐(.1台項等整備　83万日千円
･資.FこみチF掴収推進事業経費　73万7千円

官広報ゆうぼり(臨時号) 2010年4日20日号



1予算の補正を行った会計と補正額　　　　　　　　　　　(学位:千円)

会計名 竸)�9��,ﾉuﾈ螽ｧ｢�3月の補正予算額 竸)�8ﾎ9uﾈ螽ｮr�

一般会計 擢ﾂ貪s2�3sb�1.008.913 鼎"ﾃ��"�#ヲ�

国民健康保険事業会計 �"�#�2紊(�ｲ�△ー76.829 �"ﾃ��b經�"�

公共下水道事業会計 牝�#2��3R�0 鳴紊#2��3R�

介護保険事業会計 ��經C�縱�R�6.822 ��經Cr經#r�

後期高齢者医療事業会計 �#Sb��3r�300 �#Sb�33r�

水道事業会計 ��ﾃ�s�縱s2�△13,641 ����ｳSrﾃ�3"�

(地域活性化･きめ細やかな臨時交付金予定事業〉　　　　　(単位:千円)

事業名 倬hｼi>�vR�所要鎖 

橋梁補修工事 刔hｸ�嶌+ZHｮｸﾊ�7�,ﾈﾘ(*(ｻI|�,ﾉ^(�8ﾔ磯b�39700 

林道補修工事 �?ｨｶy&霎i}�;�,ﾉ}�>�чmI�餔R�15,400 (砂利敷.路盤補修) 

バス待合所設置 傅ﾉ(hｧxﾕｩ9ﾘﾘx/�ﾊ���*h+ﾚH髯;b��i6ｸ,ﾂ�2.355 通学時の安全確保のためのバス待合所の 

整備 

葬斎苑維持補修 ��(ﾝh��,ﾈ､�zH夊ﾚｨ,ﾉ6��ZB�ll,026 
煙突修繕工事(煉瓦積替) 

住宅再編に係る 入居修繕 ��hｴｸ昆5ﾙ?ﾈｸ�(,ﾈ+ﾘ-�,ﾉ�I�Y�)&霎h�8�2�50.000 
住宅の浴室防水改修(ユニットバス化) 

及び給湯配管工事 

合計 ��118,481 

広報ゆうぼり(臨時号) 2070年4日2OB号◎
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